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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　化粧品を使用者の唇に塗布する化粧品塗布具（10；210）であって、
－ 把持支持体（14）に取り付けられるための、中心軸（A－A’）を有する取付け先端部
（22）と、
－ 化粧品塗布具（10）の軸方向正中面に平行な平面内で見たときに、前記中心軸（A－A
’）から離れるように進む局所軸を有する第1湾曲セグメント（40）を含む製品塗布本体
部（24）と、
を備え、
　前記製品塗布本体部（24）が、前記中心軸（A－A’）に近付く局所軸を有し、かつ前記
第1湾曲セグメント（40）とともに、前記中心軸（A－A’）に向けて方向付けられた凹部
を有する湾曲を備える肘部であって、化粧品を受けるための第1窪み領域（56）を構成す
る肘部を画定する第2湾曲中間セグメント（42）を有し、
　前記製品塗布本体部（24）が、前記第2湾曲中間セグメント（42）とともに、化粧品を
受けるための第2窪み領域（58）であって、第2窪み領域（58）が前記第1窪み領域（56）
の反対側に位置付けられ、前記中心軸（A－A’）の反対側に方向付けられた凹部を有する
第2窪み領域（58）を画定する第3端部セグメント（44）を有し、
　前記製品塗布本体部（24）と前記取付け先端部（22）とが、単一部品として作成され、
前記製品塗布本体部（24）が、実質的に前記製品塗布本体部（24）の外面の全体を覆う外
面フロックを有し、
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　前記製品塗布本体部（24）が中央オリフィス（60）を有し、
　前記中央オリフィス（60）は、閉じた輪郭を有し、前記第1湾曲セグメント（40）及び
前記第2湾曲中間セグメント（42）を通じて延在していることを特徴とする、化粧品塗布
具（10；210）。
【請求項２】
　前記第3端部セグメント（44）が、前記中心軸（A－A’）に略平行に延在することを特
徴とする、請求項1に記載の化粧品塗布具（10；210）。
【請求項３】
　前記第3端部セグメント（44）が、前記第1湾曲セグメント（40）と同じ方向において、
前記中心軸（A－A’）から離れるように進むことを特徴とする、請求項1に記載の化粧品
塗布具。
【請求項４】
　前記第2湾曲中間セグメント（42）が、前記中心軸（A－A’）と同一平面上にあるか、
または交差することを特徴とする、請求項1から3のいずれか一項に記載の化粧品塗布具（
10；210）。
【請求項５】
　前記製品塗布本体部（24）が、前記中心軸（A－A’）から横方向に離れて開口した側方
切欠き（212）を画定することを特徴とする、請求項1から4のいずれか一項に記載の化粧
品塗布具（210）。
【請求項６】
　前記製品塗布本体部（24）が、中央狭幅部（112）を有することを特徴とする、請求項1
から5のいずれか一項に記載の化粧品塗布具。
【請求項７】
　前記製品塗布本体部（24）が、拡幅中央領域（62）を有することを特徴とする、請求項
1から5のいずれか一項に記載の化粧品塗布具（10；210）。
【請求項８】
　前記中心軸（A－A’）を通る軸方向正中面の断面で、前記第1湾曲セグメント（40）の
両縁部（51A、51B）が、同じ凹部に対して互いに平行に延在し、前記第2湾曲中間セグメ
ント（42）の両縁部（55A、55B）が、有利には同じ凹部に対して互いに平行に延在し、前
記第1湾曲セグメント（40）の前記両縁部（51A、51B）の前記凹部が、前記第2湾曲中間セ
グメント（42）の前記両縁部（55A、55B）の前記凹部とは反対側にあることを特徴とする
、請求項1から7のいずれか一項に記載の化粧品塗布具（10；210）。
【請求項９】
　前記製品塗布本体部（24）が、前記中心軸（A－A’）を通る対称面を有することを特徴
とする、請求項1から8のいずれか一項に記載の化粧品塗布具（10；210）。
【請求項１０】
　ユーザのケラチン表面に化粧品を塗布するデバイス（12）であって、
－ 請求項1から9のいずれか一項に記載の化粧品塗布具（10；210）と、
－ 把持支持体（14）であって、前記化粧品塗布具（10；210）の前記取付け先端部（22）
が前記把持支持体（14）の中に受けられ、前記製品塗布本体部（24）が前記把持支持体（
14）から延在する把持支持体（14）と、
を含むことを特徴とする、デバイス（12）。
【請求項１１】
　ケラチン表面に化粧品を塗布する方法であって、
－ 請求項1から9のいずれか一項に記載の化粧品塗布具（10；210）を供給し、前記第1窪
み領域（56）が前記化粧品を受けるステップと、
－ 前記化粧品を載せるために、ユーザのケラチン表面に前記第1窪み領域（56）をあてが
うステップと、
を含むことを特徴とする、方法。
【請求項１２】
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　前記供給ステップにおいて前記第2窪み領域（58）が前記化粧品を受け、
　前記方法は、前記ユーザの前記ケラチン表面に前記第2窪み領域（58）をあてがって前
記化粧品を載せるために、前記ケラチン表面に前記第1窪み領域（56）をあてがう前記ス
テップの後、前記化粧品塗布具（10；210）を反転させるステップを含むことを特徴とす
る、請求項11に記載の方法。
【請求項１３】
　前記化粧品がメイクアップ製品であり、前記方法が、化粧品を載せるために、前記ユー
ザの唇に前記化粧品塗布具（10；210）をあてがうステップを含むことを特徴とする、請
求項11または12に記載の方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、
　-　把持支持体に取り付けられることになる、中心軸を有する先端部と、
　-　先端部と単一部品となった製品塗布本体部と、
　を含む化粧品塗布具であって、この本体部が、塗布具の軸方向正中面に平行な平面内で
見たときに、中心軸から離れるように進む局所軸を有する第1湾曲セグメントを含む、化
粧品塗布具に関する。
【０００２】
　そのような塗布具は、たとえば、唇または皮膚など、ユーザのケラチン表面に化粧品を
塗布するためのものである。化粧品とは、たとえば、メイクアップ製品、特にリップグロ
スである。
【０００３】
　より一般的には、「化粧品」とは、2009年11月30日の欧州議会および理事会の化粧品に
関するEC規則第1223/2009号に定義された製品を意味する。
【０００４】
　この塗布具は、たとえば、把持支持体のロッドの端部に取り付けられる。把持支持体は
、一般に化粧品貯蔵部内に受けられ、この貯蔵部内に塗布具が浸漬して収められている。
【０００５】
　既知の様式で、塗布具は、ロッドに差し込まれることになる先端部と、先端部と単一部
品となった塗布本体部と、を備える。場合によっては、塗布本体部は、フロック加工され
ている。
【０００６】
　特許文献1および特許文献2には、ユーザの唇にメイクアップ製品を塗布するための上述
のタイプの塗布具について記載されている。ユーザの唇の形状に合うように、この塗布本
体部は、中心軸A-A'から離れるように進む局所軸を有する少なくとも1つの第1湾曲セグメ
ントを含む。この第1セグメントによって、化粧品が受けられる窪み領域が画定されてい
る。
【０００７】
　ユーザが貯蔵部から塗布具を引き抜き、窪み領域を唇と接触させると、その窪み領域に
含まれていた化粧品が唇に載る。
【０００８】
　特許文献2に記載のデバイスは、完全に満足のいくものではない。確かに、第1セグメン
ト、および窪み領域の形状は、ある量の化粧品を唇の広い表面に塗布するのに適している
。しかし、この塗布具は、修整、または化粧品のより細かな塗布には適していない。
【０００９】
　特許文献3には、唇に製品を塗布するための別の塗布具について記載されている。特許
文献4および特許文献5には、睫毛にマスカラを塗布するための塗布具用ブラシについて記
載されている。
【先行技術文献】
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【特許文献】
【００１０】
【特許文献１】WO2011/055299
【特許文献２】WO2011/043470
【特許文献３】米国特許出願公開第2008/0152419号
【特許文献４】FR2821532
【特許文献５】EP2229839
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１１】
　本発明の一目的は、化粧品を広い領域に塗布し、かつ細かい修整を実施することが何れ
も可能となる化粧品塗布具を得ることである。
【課題を解決するための手段】
【００１２】
　この趣旨で、本発明は、上述のタイプの塗布具であって、本体部が、中心軸に近付く局
所軸を有し、かつ第1セグメントとともに第1窪み領域を画定する第2中間湾曲セグメント
を有し、
　本体部が、第1窪み領域とは反対側に、第2中間セグメントとともに第2窪み領域を画定
する第3端部セグメントを有することを特徴とする、塗布具に関する。
【００１３】
　本発明による塗布具は、次の特徴の1つまたは複数を、単独で、または技術的に実施可
能な任意の組合せで含むことができる。
　-　第3セグメントは、中心軸に略平行に延在する。
　-　第3セグメントは、中心軸から離れるように進む。
　-　第3セグメントは、第1セグメントと同じ方向に、中心軸から離れるように進む。
　-　第2セグメントは、中心軸と同一平面上にあるか、または交差する。
　-　塗布本体部は、外面フロックを有する。
　-　塗布本体部は、中央オリフィスを有する。
　-　塗布本体部は、中実である。
　-　塗布本体部は、中央狭幅部を有する。
　-　塗布本体部は、拡幅中央領域を有する。
　-　中心軸を通る軸方向正中面の断面で、第1セグメントの両縁部が、同じ凹部に対して
互いに平行に延在し、第2セグメントの両縁部が、有利には同じ凹部に対して互いに平行
に延在し、第1セグメントの両縁部の凹部が、第2セグメントの両縁部の凹部とは反対側に
ある。
　-　塗布本体部は、中心軸を通る対称面を有する。
【００１４】
　本発明はまた、ユーザのケラチン表面に化粧品を塗布するデバイスであって、
　-　上記で規定された塗布具と、
　-　把持支持体であって、塗布具の先端部が把持支持体の中に受けられ、製品塗布本体
部が把持支持体から突出する把持支持体と、
　を含むことを特徴とする、デバイスに関する。
【００１５】
　本発明はまた、ケラチン表面に化粧品を塗布する方法であって、
　-　上記で規定された塗布具を供給し、第1窪み領域が化粧品を受けるステップと、
　-　化粧品を載せるために、ユーザのケラチン表面に第1窪み領域をあてがうステップと
、
　を含むことを特徴とする、方法に関する。
【００１６】
　本発明による方法は、次の特徴の1つまたは複数を、単独で、または技術的に実施可能
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な任意の組合せで含むことができる。
　-　供給するステップにおいて第2窪み領域が化粧品を受け、この方法は、ユーザのケラ
チン表面に第2窪み領域をあてがい、化粧品を載せるために、ケラチン表面に第1窪み領域
をあてがうステップの後、塗布具を反転させるステップを含む。
　-　化粧品はメイクアップ製品であり、この方法は、化粧品を載せるために、ユーザの
唇に塗布具をあてがうステップを含む。
【００１７】
　本発明は、単なる例として示す次の説明を、添付の図を参照しながら読めば、よりよく
理解されよう。
【図面の簡単な説明】
【００１８】
【図１】本発明による第1塗布具の3/4斜視図である。
【図２】図1の塗布具の正面図である。
【図３】図1の塗布具の側面図である。
【図４】本発明による第2塗布具の図1に類似した図である。
【図５】本発明による第2塗布具の図2に類似した図である。
【図６】本発明による第2塗布具の図3に類似した図である。
【図７】本発明による第3塗布具の図2に類似した図である。
【図８】本発明による第3塗布具の図3に類似した図である。
【発明を実施するための形態】
【００１９】
　塗布デバイス12に取り付けられた第1化粧品塗布具10が、図1～図3に示されている。
【００２０】
　この塗布具は、リップグロス、アイシャドウ、ファンデーションなどの化粧用メイクア
ップ製品を塗布するため、または修整するためのものである。あるいは、塗布具10は、眼
の周りのケア、またはキューティクルケアなどの美容ケア製品の塗布を目的とする。
【００２１】
　塗布具10とは別に、塗布デバイス12は、塗布具10を保持する把持支持体14と化粧品貯蔵
部16とを備える。
【００２２】
　既知の様式で、把持支持体14は、ユーザの指の間で把持されることになる把手部材18と
、把手部材18から突出したロッド20と、を備える。
【００２３】
　有利な実施形態では、把手部材18は、貯蔵部16を封止するキャップを成している。
【００２４】
　ロッド20は、塗布具10を受けるための軸方向ハウジングをその自由端に備えている。
【００２５】
　貯蔵部16は、化粧品を収容している。貯蔵部16は、有利には、塗布具10が貯蔵部16から
引き抜かれるときに塗布具10をぬぐう(clean)ように塗布具10と協働するのに適した圧搾(
squeezing)デバイス(図示せず)を備えている。
【００２６】
　図2および図3に示すように、塗布具10は、把持支持体14内の取付け先端部22と、把持支
持体14から突出した製品塗布本体部24と、を備える。
【００２７】
　この例では、塗布具10はまた、先端部22と塗布本体部24との間に配置された中間補強部
(intermediate bracing portion)26を備える。
【００２８】
　先端部22は、図2および図3に縦方向に示す、軸A-A'の周りの略回転体形状を有する。
【００２９】
　図2および図3に示す例では、先端部22は概ね円柱の形状を有する。
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【００３０】
　中間部26は、先端部22から軸方向に突出している。中間部26は、先端部22を塗布本体部
24に連結させている。この例では、中間部26は、正面から見て、軸A-A'から横方向に離れ
るように進む形状を有する。中間部26は、先端部22とともに、把持支持体14の下側補強肩
部28を画定している。
【００３１】
　塗布本体部24は、たとえば、成型によって、または機械加工によって得られる。塗布本
体部24は、たとえば、プラスチック材料、または金属材料で作成される。
【００３２】
　特に、塗布本体部24は、熱可塑性材料の射出成型によって単一部品として作成される。
有利には、本体部24、先端部22、および存在する場合には中間部26は、材料の単一部品と
して一体に作成される。
【００３３】
　塗布本体部24は、外側フロックを備えている。このフロックは、複数の細かい繊維を、
塗布本体部24の外面に付着させることによって形成されている。
【００３４】
　これらの繊維は、塗布本体部24の最大厚さの少なくとも1/10未満の直径を有し、塗布本
体部24の最大厚さの1/10未満の長さを有する。
【００３５】
　したがって、フロックを形成している繊維の長さは、たとえば、0.2mm～3mmの間、有利
には1.5mm未満である。フロックを形成している繊維の繊度(the number of the fibers)
は、一般に0.75dTex～50dTexの間、有利には1dTex～5dTexの間である。
【００３６】
　図2および図3に示す例では、フロックは、実質的に本体部24の外面の全体を覆っている
。
【００３７】
　本発明によれば、塗布本体部24は、本体部24の軸方向正中面に平行な平面の側面視にお
いて、中心軸A-A'から離れるように進む局所軸を有する第1湾曲セグメント40と、中心軸A
-A'に近付く局所軸を有する第2湾曲中間セグメント42と、第3端部セグメント44と、を有
する。
【００３８】
　この例では、第1セグメント40は、中心軸A-A'上に位置する近位端46と、中心軸A-A'か
ら横方向に離れて位置する遠位端48と、を有する。
【００３９】
　第1セグメント40は、凹部が中心軸A-A'から離れる方向に向かう湾曲を有する。したが
って、第1セグメント40は、第1セグメント40の湾曲中心50と軸A-A'との間に位置する。
【００４０】
　軸方向正中面に平行な平面に投影すると、第1セグメント40は、互いに略平行な2つの湾
曲側縁部51A、51Bを有する。
【００４１】
　中間セグメント42は、中心軸A-A'に近付く局所軸を有する湾曲を有する。
【００４２】
　図3に示す例では、中間セグメント42は、第1セグメント40の遠位端48から延在し、中心
軸A-A'近傍に、または中心軸A-A'上に位置する遠位端52をする。
【００４３】
　中間セグメント42は、凹部が中心軸A-A'から離れるように向かう湾曲を有する。したが
って、第2セグメント42は、前記セグメント42の湾曲中心54と中心軸A-A'との間に位置す
る。
【００４４】
　軸方向正中面に平行な平面に投影すると、第2セグメント42は、互いに略平行な2つの湾
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曲側縁部55A、55Bを有する。
【００４５】
　この例では、第1セグメント40および第2セグメント42は、遠位端48で、中心軸A-A'の方
に向かう凹部を有する湾曲を備える肘部51を互いに画定している。
【００４６】
　したがって、第1セグメント40と第2セグメント42とは、軸A-A'とセグメント40および42
との間に位置する、化粧品を受けるための第1窪み領域56を画定している。
【００４７】
　第3セグメント44は、第2セグメント42の遠位端52から延在する。
【００４８】
　図3に示す例では、第3セグメント44は、中心軸A-A'に沿って略直線的に延在する。第3
セグメント44は、この例では、軸A-A'に沿って測ると、第2セグメント42の長さよりも短
く、かつ第1セグメント40の長さよりも短い長さを有する。
【００４９】
　第2セグメント42および第3セグメント44は、第1窪み領域56とは反対側に、化粧品を受
けるための第2窪み領域58を互いに画定している。第2窪み領域58は、軸A-A'とは反対に向
かう凹部を有する。
【００５０】
　正面から見て、塗布本体部24は、概ね中空のプレート形状を有する。塗布本体部24は、
そこを貫通する中央オリフィス60を有する。
【００５１】
　したがって、本体部24はその厚さよりも大きい幅を有する。
【００５２】
　塗布本体部24は、図2の下から上へ、第1セグメント40および第2セグメント42によって
形成された近位部分62と、第3セグメント44によって形成された遠位部分64と、を含む。
遠位部分64は、軸A-A'の方へと収束している。
【００５３】
　オリフィス60は、近位部分62に、第1セグメント40および第2セグメント42を貫通して延
在している。オリフィス60は、閉じた輪郭を有する。
【００５４】
　軸A-A'を通る平面に投影した正面から見て、オリフィス60は、一般に、塗布本体部24の
全長の20%～80%の間の長さ、有利には30%の長さを有する。
【００５５】
　塗布本体部24は、中心軸A-A'を通る対称面を備える。
【００５６】
　塗布本体部24は、触れると変形可能であるように可撓性である。したがって、塗布本体
部24は、先端部22に対して中心軸A-A'に垂直な軸の周りでねじることによって変形可能で
ある。
【００５７】
　次に、本発明による第1塗布具10の動作について説明する。
【００５８】
　まず、ユーザは、把持支持体14を用いて、化粧品が充填された塗布具10を容器16から引
き抜く。
【００５９】
　塗布本体部24の外面にあるフロックによって、特に領域56および58に化粧品が保持され
る。
【００６０】
　次いで、ユーザは、ケラチン表面へ、特にはユーザの唇へ塗布本体部24を向ける。ユー
ザは、ある量の化粧品をケラチン表面のかなりの範囲にわたって配置するように、ケラチ
ン表面を第1窪み領域56に入れ込む。
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【００６１】
　次いで、ユーザは、塗布本体部24をケラチン表面に対して動かすように把手部材18を操
作し、化粧品が塗布されるのを可能にする。
【００６２】
　ユーザがより細かい塗布、または修整を施したい場合は、ユーザは、第2窪み領域58が
ケラチン表面と向かい合うように塗布具10を反転させる。次いで、ユーザは、第3セグメ
ント44を用いて、ケラチン表面に、より少量の化粧品をより高い精度で塗布する。
【００６３】
　したがって、塗布具10は特に使用が簡単であり、かつユーザのニーズに従って製品を自
在に塗布することを可能にする。
【００６４】
　本発明による第2塗布具110が、図4～図6に示されている。
【００６５】
　図1～図3に示す塗布具10とは異なり、塗布具110は、全体が変形したロッド形状を有す
る。塗布具110は、中実本体部によって形成されている。
【００６６】
　上記のように、第1セグメント40は、側面視において、中心軸A-A'から離れるように進
む局所軸を有する。しかし、第1塗布具10とは異なり、第1セグメント40の湾曲は、中心軸
A-A'の方に向かう凹部を有する。したがって、中心軸A-A'は、湾曲中心50と、セグメント
40との間に位置する。
【００６７】
　上記のように、軸方向正中面に投影すると、第1セグメント40の側縁部51Aと51Bとは互
いに略平行である。
【００６８】
　第1塗布具10とは異なり、第2セグメント42は、中心軸A-A'と交差する局所軸を有する湾
曲を有する。セグメント42の湾曲は、中心軸A-A'の方に向かう凹部を有する。したがって
、中心軸A-A'は、第2セグメント42の長さの少なくとも一部分にわたって、セグメント42
と湾曲中心54との間に位置する。
【００６９】
　さらに、第1塗布具10とは異なり、塗布具110の第3セグメント44は、湾曲している。第3
セグメント44は、中心軸A-A'から離れるように進む局所軸を有する湾曲を有する。第3セ
グメント44の湾曲の凹部は、中心軸A-A'とは反対に向かう。
【００７０】
　上記のように、第1窪み領域56は、第1セグメント40と第2セグメント42との間に画定さ
れている。第2窪み領域58は、第2セグメント42と第3セグメント44との間に画定されてい
る。
【００７１】
　正面から見て、第1塗布具10とは異なり、塗布具110の近位部分62は、遠位部分64の最大
幅lm2よりも小さく、かつ近位部分62の最大幅lm1よりも小さい幅l1の中央狭幅部112を有
する。
【００７２】
　中央狭幅部の最小幅l1は、たとえば、近位部分の最大幅lm1の10%～85%の間であり、か
つ遠位部分64の最大幅lm2の10%～85%の間である。
【００７３】
　一例では、l1は1.5mm～3mmの間、たとえば約2mmであり、lm1は、2mm～5mmの間、たとえ
ば約3.5mmであり、lm2は、2mm～5mmの間、たとえば約3.5mmである。
【００７４】
　さらに、第2塗布具110の動作は、第1塗布具10の動作と同等のものである。
【００７５】
　側面視において、本発明による塗布具10、110の二重湾曲によって、窪み領域56、58に
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、本質的にあまり圧搾されない貯蔵領域を形成することによって、塗布具10、110を少な
くとも2つの向きで直観的に使用することが可能となる。
【００７６】
　この形状によって、塗布具10、110を快適に使用できる融通性が与えられる。
【００７７】
　これらの塗布具10、110は、成型し、次いでフロック加工を施すことによって簡単に作
製される。これらの塗布具10、110は、特にユーザの唇にグロスまたは口紅を塗布するの
に適しているが、アイシャドウ塗布具として、または眼の周りのケア、キューティクルケ
ア、もしくはファンデーション用の塗布具として、または修整のために使用することがで
きる。
【００７８】
　本発明による第3塗布具210が、図7および図8に示されている。この塗布具210は、図2～
図3に示す塗布具10の均等物である。
【００７９】
　塗布具10と同様に、この塗布具210は、中心軸A-A'から離れるように進む局所軸を有す
る第1湾曲セグメント40と、中心軸A-A'に近付く局所軸を有する第2中間湾曲セグメント42
と、この例では、中心軸A-A'に沿って略直線的に延在する第3端部セグメント44と、を有
する。
【００８０】
　塗布具210の塗布本体部24は、上述の塗布具10の外面フロックと同じタイプの外面フロ
ックを備えている。
【００８１】
　このフロックは、実質的に塗布本体部24の外面の全体を覆っている。
【００８２】
　「実質的に…全体を」とは、有利には、フロックが本体部24の外面の90%超、特には95%
超を覆っていることを意味する。
【００８３】
　正面から見て、本体部24は、中央オリフィス60がそこを貫通している概ね中空のプレー
ト形状を有する。
【００８４】
　塗布具10とは異なり、塗布本体部24は、この場合、正面から見て略菱形の外形輪郭を有
する。
【００８５】
　したがって、塗布本体部24は、第1セグメント40と第2セグメント42の一部分とを備える
V形の近位部分62と、第2セグメント42の第2部分と第3セグメント44とによって形成された
逆V形の遠位部分64と、を有する。
【００８６】
　塗布本体部24には、その外形輪郭上に、切欠き212が横方向に画定されている。この切
欠き212は、有利には、近位部分62と遠位部分64との間の、キャビティ60の中間部とは反
対側に位置する。
【００８７】
　切欠き212は、軸A-A'から横方向に離れて開口している。
【００８８】
　塗布本体部24はまた、切欠き212とは反対側に、キャビティ60内に軸A-A'の方へと横方
向に突出した内方突出部214を備える。
【００８９】
　さらに、第3塗布具210の動作は、第1塗布具10の動作と同等のものである。
【符号の説明】
【００９０】
　　10　第1化粧品塗布具



(10) JP 6476113 B2 2019.2.27

10

20

　　12　塗布デバイス
　　14　把持支持体
　　16　化粧品貯蔵部
　　18　把手部材
　　20　ロッド
　　22　取付け先端部
　　24　製品塗布本体部
　　26　中間補強部分
　　28　下側補強肩部
　　40　第1湾曲セグメント
　　42　第2湾曲中間セグメント
　　44　第3端部セグメント
　　46　近位端
　　48　遠位端
　　50、54　湾曲中心
　　51　肘部
　　51A、51B、55A、55B　湾曲側縁部
　　52　遠位端
　　56　第1窪み領域
　　58　第2窪み領域
　　60　中央オリフィス
　　62　近位部分、拡幅中央領域
　　64　遠位部分
　　110　第2塗布具
　　112　中央狭幅部
　　210　第3塗布具
　　212　切欠き
　　214　内方突出部
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